
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○都市住民等との交流を通した集落活性化

１．集落協定の概要

新潟県小千谷市大字塩殿市町村･協定名
お ぢ や し おおあざしおどの

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
57.5 水稲ha

交 付 金 額 個人配分 50％
865万円 農道水路整備費・畦畔崩落防止整備 19％共同取組活動

機械・農作業の共同化 11％（ ）50％
地場産農産物等販売の直売所運営 3％
機械・施設整備のための積立 17％

農業者 89人、夢アグリ塩殿、水利組合 ２組合、農家組合 ３組合協定参加者

２．取組に至る経緯

当集落は、関越自動車道に隣接し利便性が高いところに立地しているが、高齢化が

進行し、それに伴う担い手不足、耕作放棄地の増加が深刻な問題となっていた。

そこで、当制度の取組をきっかけに集落農業のあり方を検討した結果、集落の

農業生産体制整備については生産組合の設立、集落活性化については、滞在型農

園（以下、クラインガルテン）や日帰型農園等を通じ、都市との交流を深めてい

くことを目指し取り組むこととした。

３．取組の内容

平成 年に集落の認定農業者を主な構成メンバーとした農業共同生産組合「夢17
アグリ塩殿」を設立し、地域の受け皿組織として主に兼業農家からの水稲の主要

作業（田植え、稲刈り等）を受託している。

平成 年に小千谷市の事業により集落にクラインガルテンと日帰り農園が完成19
し、施設利用者である都市住民への水稲・野菜栽培指導や簡易直売所での農産物販

売などの交流が行われている。また、これらの交流により地域が活性化するだけ

でなく、農家に農産物販売における消費者目線が備わってきており、陳列の改善

や地域ＰＲ等、品揃え・販売方法・宣伝方法において変化が表れている。

都市住民への農作業の指導 国道沿いに展開する農産物直売所



［集落の将来像]
○ 農業法人「夢アグリ塩殿」と兼業農家が役割を分担し安定した農業経営を推進する。
○ 農産物直売所の要望に応じた野菜・園芸との複合経営の農家を目指す。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 農業機械の共同利用等により営農組織化に向けての共同取組活動を推進する。
○ 農産物直売所の整備を図り販売体制を確立する取組を推進する。
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田57.5ha 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化（ ）
（中越大地震災害の復旧） （約0.2ha、年1回） （コンバインの共同利用を

1ha実施、目標10ha)
個別対応・生産組織対応

共同取組活動
共同取組活動

水路・作業道の管理
・水路6.0km、年2回 景観作物作付け

清掃、草刈り （景観作物としてヒメ 認定農業者の育成
・道路8.8km、年2回草刈り イワダレソウを約0.2ha作付 （既1名、取組後に5名育成）

け）

共同取組活動 共同取組活動
共同取組活動

農地法面の定期的な点検
び随時）（年 回及1

直売活動農産物の
共同取組活動

共同取組活動

集落外との連携
○ 滞在型農園（クラインガルテン）に滞在する都市住民との協力体制が形成されること
により、農作業補助の手伝い等の交流が進展している。

４．取組による変化と今後の課題等

農業生産組合の立ち上げにより集落内に受け皿組織ができたため、兼業農家に

安心感が生まれている。また、クラインガルテン等をきっかけとした都市住民と

の交流により、集落内での話し合いの場が増え集落のまとまりが強くなってきて

いる。

、 、今後の課題としては 生産組織の法人化に向けた集落の合意形成を図ることと

農産物直売強化による個々の農家の収益増を図ることである。

［平成21年度までの主な成果］
○ 中越大震災からの、農地・農業用施設の完全復旧 (当初4.3ha、目標4.3ha、実績4.3ha)
○ 塩殿小学校との連携により、児童の農業体験及び自然生物の生態系学習を通年的に実施
○ 水田を貸与し水稲栽培を都市住民に指導、収穫までの体験実習を実施 (実績0.2ha）
○ 農産物直売所の野菜・園芸作物等の販売のため、休耕畑地が再び耕作地に復活 (実績1.5ha）


